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デジタル教材 『三角柱の展開図』 
2022.1.28 作成 

熊本市教育センター  ＩＣＴ支援室 

 

６種類の展開図を立体的に組み立ててみることにより、三角柱になる正しい展開

図はどれになるかを確認し、展開図のそれぞれの面の大きさや形、接している辺の

関係を学習する教材です。 

Windows／iOS 対応 

 

 

１． 下記 URL にアクセスすると、展開図の選択画面が表示されます。 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/ZukeiTenkaiV2/ 
ここをクリックすると起動します 

 

 

 ①から⑥までの展開図をひとつ選択して、決定ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/ZukeiTenkaiV2/
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２． 選択した展開図が３Ｄでグリッド面上に表示されます。 

マウスで上下左右にドラッグするか、タブレットの場合は指でスワイプすると３Ｄの視点で見

る方向を変えることができます。また、マウスのスクロールホイールを回すか、タブレット画面

では２本の指でピンチアウトをするとズームすることができます. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 画面右の「組立て」ボタンをクリックすると、ゆっくりと図形が閉じて行き、立体図になります。 

閉じる過程の途中で視点を変更することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点を変更できます 

図形が閉じて行きます 
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４． 組み立てが完了すると、立体図になります。ここで正しく三角柱になっているか確認します。 

※この画面の場合は余分な面があるので、正しい三角柱の展開図ではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 画面右の「てん開」ボタンをクリックすると、ゆっくりと図形が開いて行き、元の展開図に戻りま
す。 
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６． 画面右の「速さ」ボタンをクリックすると、展開・組み立てスピードが速くなります。 
速度は１倍・２倍・３倍が選択でき、展開・組み立て中にも切替えが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 画面右下の「メニュー画面」ボタンをクリックすると、最初の展開図選択画面に戻ります。 
別の展開図を選択して、組み立ての確認ができます。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開・組み立て
スピードが速く
なります。 
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８． パターン④のような展開図を組み立てた場合、閉じられていない空間ができますが、その部分
はグレーで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットでこの教材にアクセスする場合は 

カメラで下記ＱＲコードを読み込ませてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉じられていない空間
はグレーで表示されま
す。 


